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Changes　 in　regional　 cerebral　 blood　 flow　 during　 acute　 electroconvulsive　 therapy　 in

　　　　　　 patients　 with　depression:Positron　 emis　sion　tomographic　 study

　　 (うつ病患者に対す る初回通電療法中および前後の局所脳血流の変化一PETを 用いた研究)

内容の要旨

高　野

背 景

　 通電療法(electtocenvuSsivc　therapy　;　ECT)は うっ病を 中心 と した

精神疾患 の治療 に不 可欠 なものであ り、60年 以 上の歴史 を持 つ。最

近の メタ解析 にお いて も有効性 と安全性 が再確 認 されて いる。 しか

しなが ら、その作用機 序につい ては未 だ不明 で ある。近年、神経画

橡技術 の進 歩 によbECT時 の脳血 流の変化 につい ての報告が散見 さ

れ る もの の、十 分 に検肘 され てい る とはい い雌 い。 本研 究 では1

コー スの 初 回ECTta行 時 の脳 血 流 に対 す る急 性 効 果 に つ い て、

H2:sO・Positren　Emission　Tomography(PET)法 によ り検射 した。

対象 と方 法

　 国立 精神 ・神経 セ ン ター武 蔵地 区 の倫理 委員 会の 承認 を得 た上

で、患 者本人 の文書 に よる同意 の も とに行 った。対衆 は年齢55,0±

16.1歳のDSM・IVの 大 うつ病エ ピソー ドを満 たす6名(男 性4名 女性

2名)で ある。PET検 査室 にて㏄rの 前処 置後、経 時的に約7mCiの

H2/esOを静 注 し、安酵覚醒時 、麻 酔導入後 のECt前,　 E(rr最 中,　ECT

後(10-30分)の 脳 血 流 を測 定 した。ECTは 米 国Somaties社 製

Thymatron　 DGxを 使 用 し、両側 側頭 部に電極 を 当てて行 った。麻 酔

にはpropefb1を、筋 弛綬剤 にはvecurenium　bromideを 用 い、呼吸 は喉

頭マス クを通 した翻節 呼吸 とした。検査 中 を通 して脳 波お よびバイ

タル サ イ ン をモ ニ タ ー し た。局 所 脳 血 流 の 解 析 に はStatistical

Patamenic　Mapping(SPM)法 を用 いた。

結果

　 すべての患 者で全般 性けいれん発 作波が出現 した。発 作時 の脳血

流はECI「施行 前(麻 酔 下)と 比較 して全般性 に増加 し、特に大腫基

底核,視 床,中 脳 ・楢 被藍,問 脳,扁 桃体,小 脳 虫部で顕 著で あっ

た。ECT後(10-30分)の 局 所脳 血流の 変化 につい ては、　Ecr施 行

前 と比較 して視床で増加 し、前部帯状回,内 側前頭葉 等で減少 して

いた。 なお、全倒 で1コ ース(合 計5-12回/患 者)のECTの 治療

後 うっ症状 は改 善を示 した。

考察

　 本研究は 人間を対象 に してEcrの 脳 血流に 与 える急性 効果 を定丑

的かつ経時的 に検肘 した初めて の研 究で ある。ECTに よる全般性 け

いれん発作中 の脳血 流は脳幹や 間脳 で頭 著に増加 してお り、 けいれ

ん発作の全般化 と脳 幹 との関連 が示唆 され る。 従来か らけいれん発

作の全 般化 に関 しては 中心膿仮説 が唱 え られ て いたが、本 研究の結

果 は これ を支 持す る。 また、em「 は発作 が全般 化 しない と臨床効果

が得 られな い ことが知 られてお り、これ らの部 位 とECTの 抗 うつ効

果 との関連 も示唆 され たeま た、Ecr後 の厨 血 流につい ては前部帯

状回や 内側前頭葉 お よび視床 で変化が認 め られ たが、特 に前部帯状

回 は薬 物療法や精神 療法な どの各 種の うつ病 の治療に ても変化す る

部位 とされ てお り、 うっ 病の改善 とこれ らの変 化の重要性 が示唆 さ

れた。

晴　成

諭文審査の要旨

　 本 研 究 は、6名 の うつ 病 患 者 を 対 象 に、1コ ー ス の 初 回

electroconvuSsive　therapy(E(rr)蒐 行 に際 し、安 静覚醒時 、麻酔導入

後 のECT前 、　ECT中 、　ECT後 の 脳 血 流 をH21sO・Positron　Emission

Tomogr叩hyに よ り測定 し、　Ecrの 脳 血流 に与え る急性効果 を検討 し

たもの である。 全般性 けいれ ん発 作時 の脳 血 流はECT施 行 前(麻 酔

下)と 比較 して大脳善底 核、間脳、中脳 、橋 、側頭葉 内側 部で顕著

に増加 して お り、一方 、ECT後 にはECT雄 行 前 と比較 して視 床で増

加 し、絢部帯状 回、前頭 葉内側部等 で減 少 してい た。1コ ースのECT

治療 後、 うつ症状 は全例 で改善 を示 した。 これ らの結果 か らECTに

よる全般性 けいれ ん発 作 と中心脳 との 関連 が示唆 され、ま たEcr後

の前部 帯状 回や 前頭葉内 側部お よび視 床にお け る脳血流 変化 とECT

の抗 うっ効 果 との関連が示唆 された。

　 審査 ではまず 、ECTに よるけいれん発 作後 に前頭葉 内側 部 で血 流

が減少す る機 序 についての質 問がな され た。 この所見 は他の研究 に

おい て も認 め られ 、発 作後抑 制の反映 と考 え られ ているが、その 詳

細な機序 について は不明で ある と回答 され た。ま た前頭部 の盟質的

陣害 で うつ 状態 が出現す る ことが知 られて い るが、㎝ に よりこの

部位で血流 が低下す るこ とと臨床 効果の発現 との 関速 を ど う考え る

か との質問 がな された。それ に関 して は、薬物療 法や脳深 部刺激等

の他の治療法 で も同部位 での 変化 が報告 され てお り、 うつ 病の病態

生理 と密接 に関係 してい ることが推測 され るが、変化 の方 向は必ず

しも一致せず 、動 的な過程 の反映 であ る可能性 も考 え られ ると回答

された。次 に、本研 究 では麻酔下 での比較 を行 っているが、症状 改

善前後の麻酔 下で ない時期 で の比較 が治療効果 との関迎 では より重

要 ではないか との質問 があ り、それ に対 し自験 例 を含 め これ まで多

くの研 究が あるが、結輸 は必ず しも一 定 して いな いと述べ られ た。

さらに今回の発 作 中の脳血 流の所見 だけで全般性 けいれん の中心脳

仮脱 を支持 しうるか否 かについて は議 飴の余地 が あるとの 指摘がな

され た。そ の点 に関 し治療効 果の発現 にはけ いれ んの全般化 が不 可

欠 であ り、 けいれ んの全般 化機構 を検討す る ことはECTの 作用機 序

を考え る上 で重要 と考え られ る と回答 された。 またECTの 神経伝 達

物 質への影響 に関 し質問が な され た。ECTは 多 くの神 経伝達物 質に

影響 を与 える ことが綴告 され てい るが、GABAの 増加 も轍告 され て

お り、また気分障 害の 治療 にGABA系 に作用す る抗 けいれ ん薬 が使

われ るこ ともあ り、その点 で もけいれ ん と気分障害 の関連 が示唆 さ

れ ると回答 され た。

　以 上、い くつ か検討す べ き繰題 はあ るものの 、ECTの 脳 血流に与

える急 性効果 を経時 的にP酊 で詳細 に検討 した綴 告は な く、 うつ病

の病態 生理 お よび 治療 を考 える上で意襲深 い研究 であ る と評価 され

た。
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